
【実情】一世帯あたりの人口の減少による核家族化の進行、町の生産年
齢人口の減少による地元企業・事業所等の人で不足が深刻化し、若者
の地元定着やUIJターンによる移住定住施策による人材確保、子育て中
の親、特に女性の就労復帰による人材確保が必要となっている。
【課題】子育て中の女性は子育てと仕事の両立への限界や不安から退
職せざるを得ないことが多い。また、近年は核家族化の進行により、子
育て中の女性が孤立するケースや、退職後に就労復帰が果たせない状
況にある。

地域の実情と課題

・つどいのひろば「ぽけっと」（日野町子ども支援課）
子育て女性のニーズに合わせて総合的に支援するための情報連携

・町内企業・事業所、日野町商工会
働きやすい環境づくりの推進
女性の就労状況等の情報共有・実態把握

連携団体

・女性の社会・地域での活躍を広く応援していくために、すでに仕事と子
育てを両立している女性や子育てを終えた女性等、様々な女性と交流で
きる機会を創出していく必要がある。
・相談される女性一人ひとりの家庭環境は異なるため、個別の相談機会
の充実や相談者に寄り添った支援が必要である。
・就労復帰に向けた不安や悩みの解消を図るとともに、自身のキャリア
を考え、学び、挑戦することができる学習機会を提供していく必要がある。

今後の課題

「就労相談件数」については、延べ28件（目標30件）となった。就労セミ
ナーを昨年度から引き続き講義形式だけでなく、参加型のグループワー
クも交えて実施したことやカウンセラーと相談できる体制を取り、子育て女
性一人ひとりが抱えている不安や悩みについて、同じ悩みを抱える子育
て女性が交流できる要素を含め、子育て・就労に関する情報提供や学習
機会を提供することで、悩みや不安の軽減を図ることができた。また、事
業後のアンケートやヒアリングを通じて、子育て世代の女性の多くが子育
てと仕事の両立について不安を抱えながらも前向きに考えていることが分
かった。事業目標である「事業による出産後の女性の復職者の増加数」
については、6名の女性の復職者の増加につながり、事業の効果があっ
たと考えられる。

事業の効果

就労支援プログラム【滋賀県日野町】

【目的】 女性の社会進出を一層進めるため、子育て女性のニーズを把
握しつつ総合的に支援していく仕組みを構築し、働きたい意思のある子
育て女性が出産や育児を理由として退職することなく子育てと仕事を両
立させ、安心して就労復帰し、働き続けられる環境づくりを目指す。また、
地元企業・事業所への復職・就労を促進し、人材不足の解消を図る。
【目標】
・事業による出産後の女性の復職者の増加数 実績6人（目標15人）
・就労相談件数 実績28人（目標30人）

目的・目標

平成30年度地方創生拠点整備交付金を活用して整備した「女性活躍支
援施設ぽけっと」において、子育て女性が抱える、子育てと仕事の両立に
関する不安や悩みの解消を図るための事業を展開した。

事業① 就労相談会（2回）
事業② 子育て女性の再就職を応援する就労セミナー（1回）

事業の特徴

事業番号 1 総事業費 569 千円

交付金額 284 千円



事業の概要

子育て女性の活躍応援プロジェクト
【事業①】就労相談会

・開催日：令和５年８月９日（水）、８月３０日（水） 参加者 計４名

実際に復職を考えている子育て女性に対し、カウンセラーが相談
者の相談目的を聞き取り、それぞれの疑問や不安に対して、アドバ
イスを行った。

参加者へのアンケートから満足であったとの回答が多く、有意義
な相談会を実施することができた。

就労セミナー＆相談会チラシ相談会の様子



事業の概要

子育て女性の活躍応援プロジェクト
【事業②】就労セミナー

◇テーマ 「103万、106万、130万、150万の壁とは？」

・開催日：令和５年８月２３日（水） 参加者４名

 雇用形態による社会保障や税の違い、収入の壁がもたらす影響について学

び、今後のライフビジョンを考えながら、自分のライフプラン表を作成するという
内容で実施した。参加者は熱心に講師の話を聞き、積極的に質問されていたこ
とから、需要の高い講義であった。

セミナーの様子
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